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本日は、授業参観に引き続き、PTA 総会にご参加くださいまして、誠にありがとうございます。 

先ほどの参観授業では、本校の生徒たちの学校での様子をご覧いただけたことと思います。日頃から本校の教

育活動にご理解とご協力をいただいておりますこと、心より感謝申し上げます。 

 

さて、本来であれば少し工夫を凝らした挨拶も考えておりましたが、今日はあらためて、真面目に、本校の

教育についてお話しさせていただきたいと思います。 

その内容の一部は、また夜の懇親会でお話しできればと存じます。 

 

まず、差し支えなければ、この後、スマートフォンから川之江南中学校のホームページをご覧ください。

今、電源を ON にしていただけますでしょうか。 

tetoru にご登録いただいている方には、本日 14 時に「校長だより」を配信しております。今回で第 4 号となりま

すが、第 1 号から今年度、私自身がどのような川之江南中学校をめざしているのかをお伝えしてまいりまし

た。お時間のある際に、ぜひ目を通していただければ幸いです。 

ホームページには、「校長だより」のほか、始業式や入学式の式辞、そして本校の教育計画、いわゆるグラン

ドデザインも掲載しております。 

その中心には、「自立への魂」という言葉を掲げています。 

私をはじめ、今年度の教職員一同は、生徒一人ひとりが、仲間と共に生きながら、卒業後、そして将来、社

会の中でたくましく生き抜く力を身に付けてほしいという思いを強く持っております。それを私は、「川之江南

中学校で育みたい魂」、すなわち「自立への魂」と捉えています。 

 

ホームページのトップページには、5 つの目標も掲載しております。 

心を育てるために、学校として大切にしている自立への魂を育成するために、これらの 5 つの目標を関連付け

た視点は大切になると考えます。ご家庭での関わりとつながることで、より大きな力となりますので、どうぞ

共によろしくいたします。 

子育ての第一義的な責任は、もちろん保護者の皆様にあります。しかし、学校教育もまた重要な役割を担っ

ています。学校の教育方針、学年や学級での生活、部活動、地域の活動など、さまざまな場において、「共に」

という視点で、生徒一人ひとりの成長と自立を支えていきたいと考えております。 

 

最後に、ホームページのトップ画面にも掲載しております、特に大切にしている 2 点についてお話ししま

す。これは生徒へのメッセージであると同時に、保護者の皆様にもぜひご協力いただきたいことです。 

 

一つ目は、放課後や部活動後は、決められた通学路を通り、寄り道をせず速やかに下校すること。 

二つ目は、パソコンやスマートフォン、SNS の利用について、保護者の責任のもとでしっかりと見守っていた

だくこと。 

いずれも昨年度まで、また小学校段階からも繰り返しお伝えされてきたことだと思いますが、生徒の安全と

健全な成長のために、今後も変わらず大切にしていきたいことです。 

本年度も、学校と家庭、地域が連携しながら、生徒たちの成長を支えてまいりたいと考えております。 

どうぞ一年間、よろしくお願いいたします。 


